




北海道実施調査計画

１． 平成１８年度知床サケ科魚類状況調査
・知床の全河川（４４河川）についてサケ科魚類遡上状況調査を実施する計
画であり、本年度は、平成１７年度に実施した１９河川を除く、残り２５
河川を調査する予定。

［調査内容］
ア サケ科魚類（サクラマス・カラフトマスス、シロザケ）調査.
・資源量（遡上量）の推定
手法：遡上中の親魚数、産卵床数

・河川の周辺環境
手法：ダム等による遡上・産卵への影響状況、遡上・降河を阻害する要

因の確認
イ 知床の海と川を往来する典型種の調査）.
・河川別オショロコマの分布現況（魚種別の生息数（概数 ））
手法：生息密度、分布域（上限域）の確認

＊ 評価に当たっては専門家の意見を聞いて行う

２． 平成１８年度知床海棲ほ乳類調査
・知床の海棲ほ乳類については、平成１７年度に１０月から２月に亘る調
査を実施しており、平成１８年度は海棲ほ乳類のモニタリングとして継
続した調査を行う。

・また、引き続き漁業被害の聞き取り調査も行う
［調査内容］
・定期定点調査を行うことにより、個体数及び分布域についてのデータを
収集する。
手法：ラインセンサス（船・車）

・漁業被害調査
手法：オホーツク海側漁業被害（聞き取り調査）

：羅臼側漁業被害 （聞き取り調査）
：混獲状況調査 （聞き取り調査）




